
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 

い
つ
も
、
白
衣
の
懐
（
ふ
と
こ
ろ
）
と
袖
口
（
そ
で

ぐ
ち
）
の
袂
（
た
も
と
）
に
、「
手
ぬ
ぐ
い
」
を
し
の

ば
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
吹
き
出
す
汗
を
拭
（
ぬ

ぐ
）
う
た
め
で
あ
り
ま
す
。 

よ
う
や
く
、
汗
ば
む
肌

を
、
拭
（
ふ
）
き
と
れ
ば
事
足
り
、
日
中
の
暑
さ
の
や

わ
ら
ぎ
を
感
じ
る
昨
今
、
そ
の
「
手
ぬ
ぐ
い
」
の
使
用

頻
度
（
し
よ
う
ひ
ん
ど
）
も
激
減
し
、 

秋
の
気
配
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

◇
九
月
は
、「
な
が
つ
き
」
と
い
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

「
夜
長
月
（
よ
な
が
つ
き
）」
の
事
で
あ
り
ま
す
ね
。 

も
ち
ろ
ん
、
一
番
夜
が
長
い
の
は
、
冬
至
で
あ
る
十
二

月
二
十
二
日
で
あ
り
ま
す
が
、
過
ぎ
去
っ
た
夏
の
日
々

に
比
べ
る
と
、
朝
明
け
（
あ
さ
あ
け
）
が
ゆ
っ
く
り
で
、

午
前
六
時
に
近
づ
か
な
い
と
夜
が
明
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

さ
ら
に
、
夜
の
帳
（
と
ば
り
）
が
急
ぎ
足
と
な
っ
て
、

夜
が
長
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

秋
は
、「
実
り
の
秋
」

で
も
あ
り
、
食
欲
の
秋
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

 

◇
み
な
さ
ん
は
、「
懐
石
（
か
い
せ
き
）
料
理
」
と
「
会

席
（
か
い
せ
き
）
料
理
」
の
違
い
が
、
わ
か
り
ま
す
か
。 

じ
つ
は
、「
懐
石
（
か
い
せ
き
）」
に
は
、
お
腹
が
す
い

て
い
て
何
も
食
べ
る
物
が
な
い
と
き
に
、
温
（
あ
た
た

か 
    

か
）
い
石
、「
温
石
（
お
ん
じ
ゃ
く
）」
を
、
懐
（
ふ

と
こ
ろ
）
に
い
れ
て
、
飢
（
う
）
え
を
し
の
い
だ
事

に
由
来
（
ゆ
ら
い
）
し
ま
す
。 

お
茶
席
の
料
理
で

す
ね
。 

か
た
や
、「
会
席
料
理
」
は
、
酒
席
（
し

ゅ
せ
き
）
に
出
す
料
理
の
こ
と
で
す
。 

ま
た
、「
懐

石
料
理
」
に
は
、
ご
飯
が
、
三
回
出
さ
れ
ま
す
。 

ま

ず
、「
白
い
ご
飯
」、
そ
の
「
お
か
わ
り
」、
そ
し
て
、

最
後
に
、「
湯
漬
（
ゆ
づ
）
け
」
で
す
。 

し
か
し
、

「
会
席
料
理
」
は
、
ご
飯
は
、
一
番
最
後
に
出
さ
れ

ま
す
。 

生
き
る
こ
と
の
根
拠
（
こ
ん
き
ょ
）
は
、

ご
飯
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ま
さ
に
、
古

今
東
西
（
こ
こ
ん
と
う
ざ
い
）
を
問
わ
ず
、
生
き
て

い
く
う
え
で
の
崇
高
な
る
行
為
で
あ
る
の
で
す
。 

わ
れ
わ
れ
の
御
先
祖
様
は
、
そ
の
崇
高
な
る
行
為
を

尊
び
、
食
の
作
法
と
も
い
う
べ
き
文
化
を
う
み
だ
し

た
の
で
す
ね
。 

わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
人
間
の
内
部

に
な
い
も
の
を
食
べ
ま
す
が
、
い
い
か
え
れ
ば
、
外

部
と
し
て
の
自
然
の
な
か
に
あ
る
も
の
を
食
べ
て

い
ま
す
よ
ね
。 

自
分
の
命
を
支
え
て
い
る
の
は
、

人
の
外
部
の
自
然
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

「
ヤ
マ
ト
言
葉
」
で
は
、
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
み

ん
な
、「
み
」
で
す
。 

お
米
も
稲
の
「
実
（
み
）」

で
す
し
、
魚
や
肉
の
「
身
（
み
）」
を
食
べ
ま
す
し
、

果
物
も
ほ
と
ん
ど
「
実
（
み
）」
で
す
よ
ね
。 

こ

の
外
部
の
「
み
」
を
体
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
私
た
ち
の
「
身
（
み
、
命
あ
る
体
）」
は
、
は

じ
め
て
成
り
立
つ
の
で
す
。 

大
自
然
の
恵
み
が
な

け
れ
ば
、
命
の
根
源
の
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
す
。 

バ
ッ
カ
ー
ズ
寺
子
屋
塾
長
の
木
村
貴
志

さ
ん
は
、「
物
質
的
に
豊
か
さ
を
享
受
（
き
ょ
う
じ

ゅ
）
し
生
活
し
て
い
る
一
方
で
、
自
然
の
恵
み
や
祖

先
か
ら
受
け
継
が
れ
た
大
切
な
も
の
を
喪
失
（
そ
う

し
つ
）
し
つ
つ
あ
る
。 

文
明
を
得
て
、
文
化
を
喪

失
し
た
日
常
を
過
ご
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

常
に
、「
食
べ
る
」
こ
と
は
、「
生
き
る
」、

「
生
き
て
い
る
」、「
共
に
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
確
認
す
る
行
為
で
、
神
の
恵
み
に
感
謝
す
る
瞬

間
な
の
で
す
ね
。 

十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ラ

リ
ス
ト
、
ラ
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
と
い
う
人
は
、「
上

品
の
本
質
は
、
他
人
を
気
楽
に
し
、
他
人
と
共
に
満

足
す
る
事
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。 

上
品
と

い
う
の
は
、
食
の
作
法
を
知
っ
て
身
に
つ
け
て
い
る

事
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
、
謙
虚
な
姿
勢
だ
と
思

い
ま
す
。 

け
っ
し
て
、
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く
、

相
手
を
見
下
す
の
で
も
な
く
、
相
手
に
対
す
る
思
い

や
り
気
配
り
な
の
で
す
ね
。 

「
実
り
の
秋
」
に
、

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
家
族
や
友
人
知
人
と
の
仲
間

同
士
の
楽
し
い
食
卓
は
、
一
層
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
貴
重
な
時
間
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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◇
八
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

 

＊
八
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
第
七
回
ま
ほ
ろ
ば
学
級 

＊
八
月
五
日 

 

▼
神
道
家
（
し
ん
と
う
け
）
中
元
（
ち
ゅ
う
げ
ん
）
祭 

 
 

＊
八
月
七
日
～
八
月
十
四
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
八
月
二
十
一
日 

 

▼
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
山
口
県
支
部
参
拝 

 
 

＊
八
月
二
十
三
日 

◇
九
月
の
祭
典
行
事
報
告
（
予
定
も
含
む
） 

 

▼
月
次
祭 

＊
九
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
若
宮
神
社
例
祭 

＊
九
月
十
日
～
十
一
日 

 
 
 

 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
九
月
十
日 

 

▼
山
口
県
住
み
ま
す
芸
人
「
ど
さ
け
ん
」
さ
ん
参
拝 

 
 

＊
九
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 

 

 

▼
朝
粥
会 

＊
九
月
二
十
一
日 

 

▼
祖
霊
祭 

＊
九
月
二
十
二
日 

 
 

※
家
の
宗
旨
が
神
道
（
神
道
家
）
の
霊
祭
（
み
た
ま

ま
つ
り
） 

 

▼
貴
布
禰
神
社
例
祭 

 
 

＊
九
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日 

 

▼
秋
季
例
大
祭
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

 
 

＊
九
月
二
十
三
日 

 

▼
観
月
祭 

＊
九
月
三
十
日 

 
 

※
日
本
酒
を
楽
し
む
会
も
あ
わ
せ
て
開
催 

◇
九
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

  

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
打
合 

＊
九
月
十
一
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
神
社
関
係
者
大
会 

＊
九
月
五
日 

 
 

◇
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
参
列
の
為
、
伊
勢
神
宮
へ
出
張 

 
 
 

＊
九
月
十
六
日
～
十
七
日 

 
 

◇
支
部
三
役
会 

＊
九
月
十
八
日 

 
 

◇
下
関
市
敬
神
婦
人
会
第
五
回
茶
話
会 

 
 
 

＊
九
月
十
八
日 

 
 
 
 

※
当
宮
敬
神
婦
人
会
が
、
手
作
り
の
料
理
で
お

も
て
な
し
、
市
内
各
社
よ
り
八
十
一
名
参
加 

 
 
 

 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会
、
総
代
会
敬

神
婦
人
会
合
同
役
員
会 

＊
九
月
二
十
日 

 
 

◇
神
宮
池
田
祭
主
様
、
並
び
に
鷹
司
大
宮
司
お
出

迎
え(

新
下
関
駅
へ)  

＊
九
月
二
十
五
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
九
月
二
十
六
日 

※
卓
話
予
定 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ 

＊
九
月
二
十
四
日 

 
 

◇
市
内
五
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
下
関
市
中
学
武
道
大 

 
 

 
 
 

会
開
会
式
出
席 

＊
九
月
二
十
九
日 

 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

◇
集
合
教
誨
（
女
子
） 

＊
九
月
十
日 

 
 

◇
集
合
教
誨
（
男
子)  

＊
九
月
二
十
四
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◇
自
主
研
修 

＊
九
月
十
三
日 

 
 

◇
人
権
相
談 

＊
九
月
十
九
日 

 

▼
講
演
活
動 

◇
下
関
市
敬
神
婦
人
会
茶
話
会
に
て
「
三
感
四
恩 

 
 
 

 
 

～
お
か
げ
さ
ま
の
心
で
日
々
よ
み
が
え
り
～
」

と
題
し
て
講
演 

＊
九
月
十
八
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
西
福
寺
坊
守
壇
信
徒
葬
参
列 

＊
九
月
八
日 

◇
皇
学
館
大
学
保
護
者
懇
談
会
に
出
席 

 

＊
九
月
八
日 

※
福
岡
市
へ
出
張 

 
 

◇
広
島
女
学
院
大
学
教
育
懇
談
会
へ
出
席 

 
 
 

＊
九
月
十
五
日 

※
広
島
市
へ
出
張 

 
 

◇
下
関
中
央
準
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー 

＊
九
月
二
十
六
日 


